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～ 調査ご協力のお願い ～ 

皆様には日頃より市政にご理解とご協力をいただき誠にありがとうござい
ます。 

さて、那珂川市では、令和 7 年度に子ども・子育て支援事業計画を含んだ
那珂川市こどもにやさしいまちづくり行動計画の策定を予定しています。 

この計画づくりに活かすために、市内にお住まいの小学校入学前のお子さ
ん約 1,000 世帯の保護者の方を対象にアンケートをお願いすることにしまし
た。 

なお、このアンケートには、お名前を書いていただく必要はなく、ご回答
いただいた内容は、「こう思う人は全体の何％」といった、統計分析にのみ
使用いたします。 

お忙しいところ誠に恐縮ですが、アンケートの目的をご理解いただき、ご
協力くださいますようお願いいたします。 

令和 6年 2月 

那珂川市長  武末 茂喜 

 

 

ご記入いただいた調査票は、令和 6 年 3 月 18 日（月）までに 

同封の返信用封筒に入れ、ポストに投函してください（切手は不要です）。 

 

◎この調査への質問または不明な点について、下記までお問い合わせください。 

那珂川市 こども応援課  電話：092-953-2211 FAX : 092-953-2312 

                         E-mail : kodomoouen@city-nakagawa.fukuoka.jp 

       

 

○ 封筒のあて名のお子さんについてご記入ください。 

○ 令和 6 年 2 月 1 日現在でお答えください。 

○ 回答は、あてはまる項目を選んで、その番号を○印で囲んでください。 

○ 時間を回答する場合は、24 時間制（例：午後 6 時は「18 時」）でご記入ください。 

○ また、質問によっては、回答していただく方が限られる場合がありますので、調査票の

指示にしたがってお答えください。 

 
那珂川市  子育てに関する調査  

～就学前のお子さんの保護者様向け～  

記入にあたってのお願い 





 

 

（ 用 語 の 定 義 ）  

この調査票における用語の定義は以下のとおり 

名 称 内  容 

幼稚園 学校教育法に定める、３～５歳児に対して学校教育を行う施設。 

保育所 

（認可保育所） 

児童福祉法に定める、保育を必要とする０～５歳児に対して保育を行う施設。 

認可保育所とは、国が定める最低基準に適合した施設で都道府県等の認可を受けた

定員２０人以上の施設のことをいう。 

認定こども園 幼稚園と保育所の機能を併せ持つ施設。 

小規模な保育施設 
国が定める最低基準に適合した施設で市町村の認可を受けた定員概ね６～１９人の

施設。 

恵子児童館 

ふれあいこども館 

１８歳未満のこどもを対象に、健全な遊びを通してこどもの生活の安定とこどもの能力の

発達を援助していくための屋内施設。 

放課後児童クラブ 

（学童保育） 

地域によって学童保育などと呼ばれる。保護者が就労等により昼間家庭にいない小学

校児童に対し、放課後に適切な遊びの場や生活の場を提供するもの。 

放課後子供教室 

（新 土曜日の学校

開放・アンビシャス） 

地域の方々の協力を得て、放課後や週末に小学校や公民館で学習・スポーツ・文化芸

術活動などを体験する取り組み。保護者の就労の有無に関わらず、すべての小学生が

利用できる。那珂川市では、放課後子供教室として、片縄っ子アンビシャス広場、たんぽ

ぽアンビシャス広場、那珂川北中アンビシャス広場、そして新 土曜日の学校開放を安

徳、南畑、片縄小学校で実施している。 

特定教育・保育施設

認定区分 

施設などの利用を希望する場合に、市町村から受ける認定。 

●１号認定…幼児教育を希望する３～５歳児 

●２号認定…保育を必要とする３～５歳児 

●３号認定…保育を必要とする０～２歳児 

 

 

 

（ 各 種 サ ー ビ ス に つ い て ）  

保育サービスなどの子育て支援サービスについておうかがいする質問がありますが、これら

の質問はあくまで今後の利用希望などを把握するための質問です。 

実際のサービスの利用条件（例：保育所の入所要件など）をすべて表現しているものではあ

りません。実際のサービスの利用条件などについては、こども応援課にお問い合わせ下さい。 

また、これらのサービスを利用するにあたっては、一定の利用料がかかります。 

＜保育の必要性の認定要件＞ 

・就労         ・産前、産後             ・保護者の疾病、負傷、障害    
・親族の介護、看護   ・就職活動中（起業準備含む） ・就学（職業訓練含む） 
・育休時の継続利用   ・虐待やＤＶの恐れがあること ・その他市長が認める場合 
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問１ 現在お住まいの小学校区を教えてください。 

【〇は１つだけ】 

１．安徳 ４．岩戸 ７．南畑 

２．安徳北 ５．岩戸北  

３．安徳南 ６．片縄  

 

 
 

問２ 宛名のお子さんの生年月日を教えてください。 

【数字を記入】 

平成・令和   年   月生まれ 

 

問３ あて名のお子さんのきょうだいは何人いらっしゃいますか。あて名のお子さんを含めた人数を□内に

数字でご記入ください。お２人以上のお子さんがいらっしゃる場合は、末子の人の生年月をご記入く

ださい。 

【数字を記入】 

きょうだい数  人   末子の生年月  平成・令和   年   月生まれ 

 

問 4 この調査票に回答いただくのは、宛名のお子さんからみて、どなたになりますか。 

【〇は１つだけ】 

１．母親 ２．父親 ３．その他（        ） 

 

問 5 調査票に回答いただいている方の配偶関係について教えてください。 

【〇は１つだけ】 

１．配偶者がいる ２．配偶者はいない 

 

問 6 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っている方を教えてください。 

【〇は１つだけ】 

１．父母ともに ２．主に母親 ３．主に父親 ４．主に祖父母 ５．その他（      ） 

 

問 7 日頃、宛名のお子さんをみてくれる親族・知人はいますか。 

【〇はいくつでも】 

１．日常的に、祖父母などの親族にみてもらえる ３．日常的に、友人や知人にみてもらえる 

２．緊急時や用事の際に、祖父母などの親族にみても
らえる 

４．緊急時や用事の際に、友人や知人にみてもらえる 

５．いずれもない 

 

  

「お住まい」について 

「宛名のお子さんとご家族」について 
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ここでは、宛名のお子さんの「母親」の就労についてお聞きします。 

父子家庭の場合は、次のページ、にお進みください。 

 

問 8 宛名のお子さんのお母さんの現在の就労状況を教えてください。 

※就労時間の記入は 24 時間制でご記入ください（例：8 時 30 分～18 時 30 分） 

※「フルタイム」の勤務とは１週５日程度・１日８時間程度の就労 

※「パート・アルバイト等」の勤務とはフルタイム以外の就労です 

 

就労状況（〇は 1 つだけ）  就労時間（全てに数字を記入） 

１．フルタイムで就労しており、 
産休・育休・介護休業中でない 

⇒ 

１週あたり 
       日 

２．フルタイムで就労しているが、 
産休・育休・介護休業中である  

１日あたり 
       時間 

３．パート・アルバイト等で就労しており、 
産休・育休・介護休業中でない 

家を出る時間 
   時   分 

４．パート・アルバイト等で就労しているが、 
産休・育休・介護休業中である 

帰宅時間 
   時   分 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

⇒ 問 10 へお進みください 
６．これまで就労したことがない 

 

問 9 現在「パート・アルバイト等」で就労している方（問 8 で「３・４」）の中で、「フルタイム」への

転換希望はありますか。 

【〇は１つだけ】 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 

 

問 10 現在「就労していない」方（問 8 で「５・６」）の中で、今後就労の希望はありますか。 

【〇は１つだけ、下線箇所に数字を記入】 

１．子育てや家事に専念したい（就労の予定はない） 

２．１年より先、１番下のこどもが       歳になった頃に就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

 ↓「３」を選択した場合は以下にも回答ください 

   ３－１．希望する就労形態 １．フルタイム ２．パート・アルバイト等 

 ３－２．希望する就労時間 １週当たり        日 １日当たり         時間 

 

  

「母親の就労」について 
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ここでは、宛名のお子さんの「父親」の就労についてお聞きします。 

母子家庭の場合は、次のページ、にお進みください。 

 

問 11 宛名のお子さんのお父さんの現在の就労状況を教えてください。 

※就労時間の記入は 24 時間制でご記入ください（例：8 時 30 分～18 時 30 分） 

※「フルタイム」の勤務とは１週５日程度・１日８時間程度の就労 

※「パート・アルバイト等」の勤務とはフルタイム以外の就労です 

 

就労状況（〇は 1 つだけ）  就労時間（全てに数字を記入） 

１．フルタイムで就労しており、 
産休・育休・介護休業中でない 

⇒ 

１週あたり 
       日 

２．フルタイムで就労しているが、 
産休・育休・介護休業中である  

１日あたり 
       時間 

３．パート・アルバイト等で就労しており、 
産休・育休・介護休業中でない 

家を出る時間 
   時   分 

４．パート・アルバイト等で就労しているが、 
産休・育休・介護休業中である 

帰宅時間 
   時   分 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

⇒ 問 13 へお進みください 
６．これまで就労したことがない 

 

問 12 現在「パート・アルバイト等」で就労している方（問 11 で「３・４」）の中で、「フルタイム」

への転換希望はありますか。 

【〇は１つだけ】 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 

 

問 13 現在「就労していない」方（問 11 で「５・６」）の中で、今後就労の希望はありますか。 

【〇は１つだけ、下線箇所に数字を記入】 

１．子育てや家事に専念したい（就労の予定はない） 

２．１年より先、１番下のこどもが       歳になった頃に就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

 ↓「３」を選択した場合は以下にも回答ください 

   ３－１．希望する就労形態 １．フルタイム ２．パート・アルバイト等 

 ３－２．希望する就労時間 １週当たり        日 １日当たり         時間 

 

  

「父親の就労」について 
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※「定期的な教育・保育事業」とは、月単位で定期的に利用している事業（サービス）を指します。 

問 14 宛名のお子さんは、現在、幼稚園や保育所などの「定期的な教育・保育事業」を利用していますか。 

【〇は１つだけ】 

１．利用している ２．利用していない ⇒  問 15 へ  

問 14－１～２は、問 14 で「１」に回答した方のみお答えください。 

問 14－１ 宛名のお子さんが、年間を通して平日に定期的に利用している「教育・保育事業」を教

えてください。 

【〇はいくつでも】 

１．幼稚園（預かり保育なし） 
７．事業所内保育施設 
（企業が主に従業員用に運営する施設） 

２．幼稚園（預かり保育を定期的に利用） ８．その他の認可外の保育施設 

３．認可保育所 
９．居宅訪問型保育 
（ベビーシッター等、こどもの家庭で保育する事業） 

４．認定こども園 
10．ファミリー・サポート・センター 
（地域住民がこどもを預かる事業） 

５．小規模な保育施設 11．その他（               ） 

６．家庭的保育 
（保育者の家庭等でこどもを保育する事業） 

 

 

 

問 14－２ 宛名のお子さんが、年間を通して平日に定期的に利用している「教育・保育事業」の利

用時間について、現在の利用時間と、希望する利用時間をそれぞれ教えてください。 

【数字を記入】 

（１）現在： １週当たり  日 １日当たり：  時間 （  時～  時） 

 

（２）希望： １週当たり  日 １日当たり：  時間 （  時～  時） 

 

  

「宛名のお子さんの平日の定期的な教育・保育事業の利用」について 
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問 15 現在、利用している／利用していないにかかわらず、宛名のお子さんの平日の教育・保育事業につ

いて、「定期的」に利用したいサービスを教えてください。 

※以下の選択肢には、現在、那珂川市内では実施されていないサービスも含んでいます。 

【〇はいくつでも】 

１．幼稚園（預かり保育なし） 
７．事業所内保育施設 
（企業が主に従業員用に運営する施設） 

２．幼稚園（預かり保育を定期的に利用） ８．その他の認可外の保育施設 

３．認可保育所 
９．居宅訪問型保育 
（ベビーシッター等、こどもの家庭で保育する事業） 

４．認定こども園 
10．ファミリー・サポート・センター 
（地域住民がこどもを預かる事業） 

５．小規模な保育施設 11．その他（               ） 

６．家庭的保育 
（保育者の家庭等でこどもを保育する事業） 

 

 

問 15－1 は、問 15 で「1 または 2」に回答し、かつ「3～11」にも〇をつけた方のみお答えください。 

問 15ー１ 特に幼稚園（幼稚園の預かり保育をあわせて利用する場合を含む）の利用を強く希望し

ますか。 

【〇は１つだけ】 

１．はい ２．いいえ 

 

 

 
 

問 16 宛名のお子さんは、現在、ふれあいこども館（ミリカローデン横）を利用していますか。 

【〇は１つだけ、数字を記入】 

利用有無（○は 1 つ）  １週当たり 
もしくは 

１か月あたり  

１．利用している ⇒  
回 

 
回  

２．利用していない    
    

 

問 17 ふれあいこども館について、今後の利用希望を教えてください。 

【〇は１つだけ、数字を記入】 

利用希望（○は 1 つ）  １週当たり  １か月あたり  

１．利用していないが、今後、利用したい ⇒  
回 

もしくは 
 

回 利用したい 

２．既に利用しているが、回数を増やしたい ⇒  
回 

 
回 増やしたい 

３．新たに利用したり、利用日数を 
増やしたいとは思わない 

   
    

 

 

 

  

「宛名のお子さんの子育て支援事業の利用状況」について 
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問 18 下記のサービスを知っていたり、これまでに利用したことはありますか。また、今後利用したいと

思いますか。 

【サービスごとに、Ａ～Ｃのそれぞれについて、１つに○】 

子育て支援に関わる施設 Ａ 知っている 
Ｂ 利用したこ

とがある 
Ｃ 今後、利用

したい 

① ふれあいこども館 

(ミリカローデン横にある地域子育て支援拠点機能と児童館機能を併せ持つ施設) 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

② 保健センター 

（市役所横にある市の保健関係事業などを行う施設） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

③ 恵子児童館 

（市民体育館横にある児童の遊び場・学びの場としての施設） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

④ ミリカローデン那珂川 

（図書館、プールなどを併設している市の複合文化施設） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑤ 療育センター にじいろキッズ 

（乳幼児期のお子さま及びその保護者を対象に相談・療育を行う施設） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

 

 

サービスの種類 Ａ 知っている 
Ｂ 利用したこ

とがある 
Ｃ 今後、利用

したい 

① すくすく広場 

（ふれあいこども館で実施しているふれあい遊びやわらべ歌、おはなしなどを親子で楽

しく遊ぶ場） 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

② すくすく育児相談 

（ふれあいこども館で実施する育児に関する電話及び来所での相談） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

③ のびのび育児相談 

（保健センターで実施している乳幼児の育児相談） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

④ 赤ちゃんとパパママの集い 

（生後４か月～１歳未満の乳児と保護者を対象にふれあいこども館で実施する赤ちゃん

との関わり方を助産師から教えてもらう場） 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑤ ごっくん・もぐもぐ離乳食教室 

（離乳食の講義や試食、虫歯予防の話など、保健センターで実施する教室） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑥ 公開保育 

（市内 9 か所の認可保育施設で行う集団生活を親子で体験する場） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑦ ふれあい保育 

（3 歳児とその保護者を対象に市立幼稚園で集団生活を親子で体験する場） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑧ おはなし会 

（恵子児童館、ふれあいこども館、図書館等で開催される絵本等の読み聞かせの場） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑨ 乳幼児講座 

（生後 6 か月から就学前の乳幼児と保護者を対象にした講座） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑩ 母子手帳アプリ「nobi nobi」 

（子育て世代に役立つ情報をお持ちのスマートフォンへプッシュ通知で直接お知らせす

る子育て支援アプリ） 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑪ 産前・産後家事育児支援ヘルパー派遣事業 

（産前・産後に家族などから家事や育児の支援を受けることが難しい家庭にヘルパーを

派遣し、家事や育児の手伝いをする事業） 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑫ 那珂川市公式 LINE 

（那珂川市の情報の掲載並びに配信をする公式 LINE） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑬ 地域子育て支援拠点事業 

（なかがわ保育園で実施 子育て広場カンガルー、南畑ピノキオ森のこども園で実施 

はらっぱ南畑） 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑭ こども総合相談窓口 

（子育てやこどもの権利に関する相談窓口） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑮ 産後ケア事業 

（産後の心身のことや育児について、助産師の専門職がサポートする事業） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 
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問 19 宛名のお子さんは、土曜日と日曜日・祝日に、定期的な教育・保育事業の利用希望はありますか

（一時的な利用は除きます）。希望がある場合は、利用したい時間帯もご記入ください。 

※時間は、必ず（例）8 時～18 時のように、24 時間制でお答えください。 

※教育・保育事業とは、幼稚園、保育所、認可外保育施設などの事業を指し、親族・知人による預

かりは含みません。 

 

【〇は１つだけ、数字を記入】 

（１）土曜日 

利用希望（○は 1 つ）      

１．利用する必要はない  利用希望時間  

２．ほぼ毎週利用したい 
⇒ 

 

時 ～ 

 

時 
 

３．月に１～２回は利用したい 
 

 

 

（２）日曜日・祝日 

利用希望（○は 1 つ）      

１．利用する必要はない  利用希望時間  

２．ほぼ毎週利用したい 
⇒ 

 

時 ～ 

 

時 
 

３．月に１～２回は利用したい 
 

 

 

問 20 宛名のお子さんが幼稚園を利用されている方にお聞きします。 

夏休みや冬休みなど長期休暇中の教育・保育事業の利用希望はありますか。希望がある場合は、利

用したい時間帯もご記入ください。 

※時間は、必ず（例）8 時～18 時のように、24 時間制でお答えください。 

 

【〇は１つだけ、数字を記入】 

利用希望（○は 1 つ）      

１．利用する必要はない  利用希望時間  

２．休みの期間中、ほぼ毎日利用したい 
⇒ 

 

時 ～ 

 

時 
 

３．休みの期間中、週に数日利用したい  

 

 

  

「宛名のお子さんの休日や長期休暇中の定期的な教育・保育事業の利用」について 
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※平日に「定期的な教育・保育事業」を利用している方（問 14 で 1 に〇をつけた方）にお聞きします。 

⇒該当しない方は、問 22 へ 

 

問 21 直近の１年間に、宛名のお子さんの病気やケガが原因で、通常の教育・保育事業を利用できなかっ

たことはありますか。 

【〇は１つだけ】 

１．あった ２．なかった 

問 21－１は、問 21 で「１．あった」に回答した方のみお答えください。 

問 21－１ 宛名のお子さんの病気やケガが原因で、通常の教育・保育事業を利用できなかった際の

対処方法と目安の対応日数（１年間のうち）を教えてください。※半日も 1 日カウント 

 

対処方法（〇はいくつでも） 対応日数（数字を記入） 

１．母親が仕事を休んだ 
        日／年 

２．父親が仕事を休んだ  
        日／年 

３．親族・知人（同居人含む）にこどもをみてもらった 
        日／年 

４．父親または母親のうち、就労していない方がこどもをみた 
        日／年 

５．病児・病後児保育施設を利用した 
        日／年 

６．ベビーシッターを利用した 
        日／年 

７．ファミリー・サポート・センターを利用した 
        日／年 

８．仕方なくこどもだけで留守番をさせた 
        日／年 

９．その他（                      ） 
        日／年 

問 21－２は、問 21－１で「１～２」に回答した方のみお答えください。 

問 21－２ その際、「病児・病後児保育施設等を利用したい」と思いましたか。 

利用希望と目安の利用日数（１年間のうち）を教えてください。 

 

利用希望（〇は１つだけ）  希望日数（数字を記入） 

１．できれば病後児保育施設等を利用したい ⇒         日／年 

２．利用したいと思わない 
 

 

 

 

  

「宛名のお子さんの病気の際の対応」について 
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問 22 宛名のお子さんについて、保護者の私用や通院、不定期の就労等の理由で、不定期に利用している

事業を教えてください。 

利用している事業（〇はいくつでも） 利用日数（数字を記入） 

１．一時預かり 
※私用など理由を問わずに保育園などで一時的にこどもを保育する事業       日／年 

２．幼稚園の預かり保育 
  ※通常の就園時間を延長して預かる事業のうち不定期に利用する場合のみ       日／年 

３．ファミリー・サポート・センター 
※地域住民がこどもを預かる事業       日／年 

４．ベビーシッター 
      日／年 

５．その他（                           ） 
      日／年 

６．利用していない 
 

 

問 23 宛名のお子さんについて、保護者の私用や通院、不定期の就労等の理由で、不定期な預かり事業を

利用したいですか。利用意向と希望日数を教えてください。          【〇は１つだけ】 

１．利用したい ２．利用する必要はない 

 ↓利用意向がある場合は以下も回答ください 

 利用目的【〇はいくつでも】 利用希望日数【数字を記入】 

 １．私用（買物、こどもや親の習い事など）、リフレッシュ目的 
      日／年 

 ２．冠婚葬祭、学校行事、こどもや親の通院 
      日／年 

 ３．不定期の就労 
      日／年 

 ４．その他（                         ） 
      日／年 

 

問 24 直近の１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、宛名のお子さんを

泊りがけで家族以外の人に預かってもらわなければならないことはありましたか。 

【〇は１つだけ】 

１．あった ２．なかった 

 ↓事例がある場合は以下も回答ください 

 対処方法【〇はいくつでも】 預けた日数【数字を記入】 

 １．親族・知人（同居人含む）にみてもらった 
      日／年 

 ２．短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した 
※宿泊を伴う預かりで、２４時間を１日（原則月７日以内）       日／年 

 ３．仕方なくこどもを同行させた 
      日／年 

 ４．仕方なくこどもだけで留守番させた 
      日／年 

 ５．ファミリー・サポート・センターを利用した 
      日／年 

 ６．その他（                         ） 
      日／年 

 

「宛名のお子さんの不定期の教育・保育や一時預かり」について 
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⇒5 歳未満の方は、問 27 へ 

問 25 宛名のお子さんについて、小学校低学年（１～３年生）のうちは、放課後の時間をどのような場所

で過ごさせたいと思いますか。 

※平日の放課後は週あたりの日数（最大 5 日）を、土曜日・日曜日は月あたりの日数（最大 4 日）

をご記入ください。 

放課後の居場所（〇はいくつでも） 
利用日数（数字を記入） 

平日 土曜日 日曜日 

１．自宅 
    日／週     日／月     日／月 

２．祖父母や友人・知人宅 
    日／週     日／月     日／月 

３．習い事（ピアノ教室、スポーツ少
年団、学習塾など）     日／週     日／月     日／月 

４．ふれあいこども館 
    日／週     日／月     日／月 

５．恵子児童館 
    日／週     日／月     日／月 

６．放課後子供教室 
    日／週     日／月     日／月 

７．放課後児童クラブ（学童保育） 
    日／週 

⇒下校から     時まで     日／月     日／月 

８．ファミリー・サポート・センター 
    日／週     日／月     日／月 

９．その他（公民館、公園など） 
    日／週     日／月     日／月 

 

問 26 宛名のお子さんについて、小学校高学年（４～６年生）のうちは、放課後の時間をどのような場所

で過ごさせたいと思いますか。 

※平日の放課後は週あたりの日数（最大 5 日）を、土曜日・日曜日は月あたりの日数（最大 4 日）

をご記入ください。 

放課後の居場所（〇はいくつでも） 
利用日数（数字を記入） 

平日 土曜日 日曜日 

１．自宅 
    日／週     日／月     日／月 

２．祖父母や友人・知人宅 
    日／週     日／月     日／月 

３．習い事（ピアノ教室、スポーツ少
年団、学習塾など）     日／週     日／月     日／月 

４．ふれあいこども館 
    日／週     日／月     日／月 

５．恵子児童館 
    日／週     日／月     日／月 

６．放課後子供教室 
    日／週     日／月     日／月 

７．放課後児童クラブ（学童保育） 
    日／週 

⇒下校から     時まで     日／月     日／月 

８．ファミリー・サポート・センター 
    日／週     日／月     日／月 

９．その他（公民館、公園など） 
    日／週     日／月     日／月 

  

「宛名のお子さん（5 歳以上）の小学校入学後の放課後の過ごし方」について 
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問 27 宛名のお子さんが生まれた際に育児休業制度を利用しましたか。 

【〇は１つだけ】 

１．母親と父親の両方が利用した ４．利用しなかった ⇒  問 27-3 へ  

２．母親が利用した  

３．父親が利用した  

問 27－１～２は、問 27 で「１～３」に回答した方のみお答えください。 

問 27－１ 育児休業明けに、希望する保育サービスをすぐに利用できましたか。 

【〇は１つだけ】 

１．育児休業期間を調整せずに、すぐにサービスを利用できた 

２．育児休業期間を調整したことで、サービスを利用できた 

３．サービスを利用できなかった 

４．サービスを希望しなかった 

 

問 27－２ 育児休業明けに、職場に復帰しましたか。 

【〇はそれぞれに１つ】 

（１） 母親 （２） 父親 

１．育児休業明けに、職場に復帰した １．育児休業明けに、職場に復帰した 

２．現在も育児休業中である ２．現在も育児休業中である 

３．育児休業中に離職した ３．育児休業中に離職した 

 

問 27－３は、問 27 で「４．利用しなかった」に回答した方のみお答えください。 

問 27－３ 育児休業制度を利用しなかった理由を教えてください。 

【〇はいくつでも】 

１．職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった ８．他の親族がこどもをみてくれた 

２．仕事が忙しかった ９．子育てに専念するために退職した 

３．仕事に早く復帰したかった 10．職場に育児休業の制度がなかった 

４．仕事に戻るのが難しそうだった 11．有期雇用のため制度の資格要件がなかった 

５．昇給・昇格などが遅れそうだった 12．育児休業制度のことを知らなかった 

６．収入減となり、経済的に苦しくなる 13．その他（              ） 

７．保育所などに預けることができた  

 

  

「育児休業制度の利用」について 
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問 28 対象のお子さんの母親は妊娠中や出産に際しての心配事や悩みがありましたか。 

【〇はいくつでも】 

１．妊娠中の母体の不調について 

２．分娩に対する不安 

３．これから始まる育児についての不安 

４．相談相手がいなかった 

５．社会から取り残された感じがした 

６．配偶者の協力が得られなかった 

７．その他（                                           ） 

８．特になかった 

 

 

問 29 子育てに関してどのような悩みがありますか。 

【〇はいくつでも】 

１．こどもの病気や発育・発達に関すること 

２．こどもの食事や睡眠のとり方など生活習慣に関すること 

３．こどものしつけや接し方に自信がないこと 

４．こどもと関わる時間が十分にもてないこと 

５．仕事や自分のやりたいことが十分にできないこと 

６．子育てに関して配偶者などと意見が合わないこと 

７．子育てに関して配偶者の協力が得られないこと 

８．子育てに関して配偶者以外に相談相手や子育てを手伝ってくれる人がいないこと 

９．こどもを叱りすぎているような気がすること 

10．子育てのストレスからこどもに手をあげたり、世話をしなかったりしてしまうこと 

11．子育て支援サービスの内容や利用・申込方法がよくわからないこと 

12．障がいのある子の訓練施設や相談場所が少ないこと 

13．子育てに関する経済的な負担が大きいこと 

14．その他 

15．特にない 

 

 

  

子育ての状況について 
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問 30 お子さんの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる相手や情報入手先は、誰（どこ）で

すか。（【選択欄】から主なものをそれぞれ３つまで選び□内に数字を記入） 

 

①相談相手           「19．その他」を選択した場合（具体的に         ） 

②情報入手先          「19．その他」を選択した場合（具体的に         ） 

 

【選択欄】 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

  

７．ふれあいこども館の職員 

８．市の相談窓口・保健センター 

９．児童相談所 

10．恵子児童館の職員 

11．民生委員・児童委員 

12．民間の相談サービス 

13．かかりつけの医師 

１．配偶者 

２．こどもの祖父母 

３．親戚 

４．友人・知人・近所の人 

５．子育て中の仲間 

（育児サークル等） 

６．保育所・幼稚園 

14．広報「なかがわ」・nobi nobi（市 

が発行している子育てガイドブック） 

15．テレビやラジオの情報 

16．新聞、雑誌や本の情報  

17．インターネット 

18．療育センターにじいろキッズの職員 

19．その他 
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問 34 対象のお子さんの家庭の暮らしの状況を教えてください。            【〇は１つだけ】 

１．ゆとりがある ３．やや苦しい 

２．ふつう ４．大変苦しい 

 

問 35 あなたの世帯では、おおむね１年の間に、経済的な理由で、次のような経験をされたことがありますか。                                    

【〇はいくつでも】 

１．お子さんを医療機関に受診させることができなかった 

２．季節や成長にあった服や靴を買えなかった 

３．一日三度の食事を与えられなかった 

４．学校や保育所などで行われる遠足やイベントなどの行事に参加させることができなかった 

５．お子さんの給食費や学級費を払うことができなかった 

６．お子さんが必要とする文具や教材を買えなかった 

７．お子さんを学習塾や習い事に通わせることができなかった（通信教育を含む） 

８．お子さんに誕生日プレゼントやお年玉をあげることができなかった 

９．家族旅行（日帰りを含む）ができなかった 

10．電気・ガス・水道など公共料金が支払えなかった 

11．家賃や住宅ローンの支払いが滞った 

12．銀行ローンや消費者金融などに借金をしたことがある（住宅ローンやカーローンを除く） 

13．その他（                                           ） 

14．特にない 

 

問 36 お住まいの地域でこどもへの虐待と思われることを見聞きしたことはありますか。【〇は１つだけ】 

１．実際に見聞きしたことがある ３．見聞きしたことはない 

２．他人から話しを聞いたことがある  

 

問 36－１は、問 36 で「１～２」に回答した方のみお答えください。 

問 36－１ 虐待を見聞きした時、あなたはどのような対応をしましたか。     【〇はいくつでも】 

１．警察に通報した ５．隣近所の地域の知り合いなどに相談した 

２．市役所や児童相談所に連絡した ６．虐待の当事者と直接話をした 

３．保育所や学校などに連絡した ７．その他（               ） 

４．自分の家族や親族に相談した ８．特に何もしなかった 

 
 
 
 
 
 

暮らしの状況について 

【児童虐待に関する相談・連絡先】 

那珂川市役所 こども応援課 こども家庭担当 電話：953-2211 

福岡児童相談所【全国共通ダイヤル】     電話：586-0023【189】 

警察【緊急時】               電話：110 番 
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問 37 あなた(回答している人)は、那珂川市は「子育てしやすいまち」だと思いますか。 

【〇は１つだけ】 

１．子育てしやすいまちだ 

２．どちらかと言うと子育てしやすいまちだ 

３．どちらともいえない 

４．どちらかと言うと子育てしにくいまちだ 

５．子育てしにくいまちだ 

 

問 38 子育てに関するご意見･ご要望などございましたら、下記に記入してください。 

  
＜自由意見欄＞ 

  
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご記入が終わりましたら、お手数ですが返信用の封筒に入れ郵

送してください。 

ご協力ありがとうございました。 

 

 

 

 

「那珂川市での子育て」について 


